書式４
別紙２―１· 受信局が複数ある場合や上位局の設備変更がある場合は、局毎に新旧対照表を作成する。
· 新旧の内容を対比して記載する。
· 設備諸元の変更点に〇を付ける。

無線局諸元の表（新旧対照表）

〇〇FX局（〇〇県）





〇〇〇〇放送
	項目
	メディア

	
	変更
	新
	旧

	定　　格
	空中線電力
	
	〇〇W
	〇〇W

	
	送信局
	
	〇〇（〇〇山）
	〇〇（〇〇山）

	
	分岐数
	
	〇分岐
	〇分岐

	
	受信局
	
	〇〇
	〇〇

	
	送受信周波数
	〇
	〇〇〇〇.〇　MHz　（〇〇〇）
	〇〇〇〇.〇　MHz　（〇〇〇）

	
	回線種別
	
	STL　／　TSL　／　TTL
TTLの場合：TS　／　IF
	STL　／　TSL　／　TTL
TTLの場合：TS　／　IF

	
	送信局電源
	
	3φ200V　／　1φ200V
1φ100V　／　DC48V
	3φ200V　／　1φ200V
1φ100V　／　DC48V

	
	受信局電源
	
	3φ200V　／　1φ200V
1φ100V　／　DC48V
	3φ200V　／　1φ200V
1φ100V　／　DC48V

	装置　製作者名
	
	〇〇株式会社
	〇〇株式会社

	装置　型式
	〇
	（送信）〇〇
（受信）〇〇
	（送信）〇〇
（受信）〇〇

	空　中　線
	送信空中線
	〇
	〇mφDP（〇偏波）
単一偏波　／　複偏波
	〇mφDP（〇偏波）
単一偏波　／　複偏波

	
	送信給電線
	〇
	〇〇-〇〇
	〇〇-〇〇

	
	送信共用器
	〇
	〇波共用器
	〇波共用器

	
	受信空中線
	〇
	〇mφDP（〇偏波）
単一偏波　／　複偏波
	〇mφDP（〇偏波）
単一偏波　／　複偏波

	
	受信給電線
	〇
	〇〇-〇〇〇
	〇〇-〇〇〇

	
	受信共用器
	〇
	〇波共用器
	〇波共用器

	
	SD受信の有無
	
	有　／　無
	有　／　無

	
	デハイド
レーター
	
	（送信）〇〇
（受信）〇〇
	（送信）〇〇
（受信）〇〇

	鉄塔
	送信鉄塔
	
	※※
	※※

	
	受信鉄塔
	
	※※
	※※

	送受分離
	
	非分離
	非分離

	反射板
	有無
	
	有　／　無
	有　／　無

	
	枚数
	
	〇枚
	〇枚

	局舎　型式
	
	RC-※※
	RC-※※

	光回線移行
	
	有　／　無
	有　／　無


（注１）受信局が複数ある場合は受信局ごとに本表を作成する。
（注２）IF方式からTS方式へ変更した場合の上位局の設備変更がある場合は、上位局の本表を作成する。
